
　
８
つ
の
特
別
会
計
全
体
で
は
、
３
・
６
％

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
公
営
企
業
の

上
水
道
会
計
と
病
院
会
計
は
収
益
的
支
出
）

国
民
健
康
保
険

　
老
人
保
健
会
計
の
医
療
給
付
費
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
同
会
計
へ
の
拠
出
金
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
会
計

　
受
給
者
数
の
減
少
に
伴
う
医
療
給
費
の
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
会
計

　
介
護
予
防
重
視
型
へ
の
制
度
改
正
に
伴
い

増
加
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
事
業
会
計

　
老
朽
化
し
た
車
両
を
更
新
す
る
た
め
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、
公
共
下
水
道
事

業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
町
立
病
院
事
業

会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
収
益
の
確
保
と
と
も

に
、
経
費
節
減
に
努
め
る
こ
と
で
、
前
年
度

並
み
又
は
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
の
資
本
的
支
出

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
緊
急
時
用
連
絡
管

の
整
備
に
着
手
す
る
た
め
に
大
幅
な
増
加
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
立
病
院
事
業
会
計
で

は
、
医
療
機
器
等
の
整
備
更
新
の
予
定
は
な

く
事
業
債
の
償
還
額
が
減
少
し
ま
す
。

効 果 と 効 率 理 解 と 共 感
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平
成
18
年
度
予
算
の
詳
し
い
説
明
と
事
業

の
内
容
は
、
４
月
14
日
に
配
布
予
定
の

「
町
の
主
要
施
策
・
町
づ
く
り
ノ
ー
ト
」

に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
参
照
く
だ
さ
い
。

　
経
済
産
業
情
勢
や
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体

の
改
革
」
の
影
響
で
、
わ
が
町
に
と
っ
て

も
、
大
変
き
び
し
い
財
政
事
情
が
続
き
ま
す

が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
よ
り
効
果
的
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　
平
成
18
年
度
の
町
の
予
算
は
、
住
民
の
目

線
に
立
っ
た
現
場
主
義
を
基
本
に
、
町
民
の

声
や
考
え
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
で
、
行
政

需
要
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
町
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
プ
ラ
ス
志
向
で
知
恵
を

絞
る
な
ど
、
将
来
展
望
の
持
て
る
き
め
細
か

な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
位

置
付
け
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
の
予
算
は
、
町
の
総
合
発
展

計
画
の
達
成
を
め
ざ
し
て
、
町
民
の
理
解
と

共
感
が
得
ら
れ
る
施
策
の
展
開
に
必
要
な
額

を
計
上
し
、
次
の
４
本
を
柱
に
し
て
、
ソ
フ

ト
事
業
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
も
、
必
要
な

ハ
ー
ド
事
業
に
も
可
能
な
限
り
措
置
し
た
結

果
、
前
年
並
み
の
予
算
規
模
を
確
保
し
、
次

に
掲
げ
る
重
点
事
業
を
始
め
と
す
る
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

１
　
人
材
育
成

２
　
健
康
づ
く
り

３
　
産
業
振
興

４
　
定
住
・
交
流
促
進

■

人
材
育
成
■

　
町
の
次
代
を
担
う
、
社
会
力
と
公
益
力
を

持
つ
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
昨
年
創
設
さ
れ
た
「
か
ね
や
ま
清
い
心

の
町
創
造
基
金
」
を
原
資
に
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
主
体
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

■

健
康
づ
く
り
■

　
町
民
の
健
康
増
進
と
健
康
長
寿
の
拡
大
を

目
標
に
、
一
人
ひ
と
り
が
元
気
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
、
元
気
の
あ
る
町
づ
く
り
を
引

き
続
き
展
開
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
大
き

な
要
素
と
も
い
わ
れ
る
「
心
の
健
康
」
と

「
食
育
」
を
重
点
に
し
た
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
ま
す
。

■

産
業
振
興
■

　
平
成
19
年
度
の
農
政
の
大
転
換
に
向
け
た

対
応
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
単
独
ほ
場

整
備
モ
デ
ル
事
業
」
の
拡
大
を
始
め
と
す
る

施
設
整
備
補
助
の
継
続
、
ニ
ラ
に
続
く
園
芸

作
物
の
振
興
や
金
山
産
物
の
高
付
加
価
値
化

と
販
路
拡
大
、
消
費
者
の
信
頼
を
得
ら
れ
る

モ
ノ
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■

定
住
化
対
策
■

　
若
年
・
生
産
現
役
世
代
の
定
住
環
境
の
整

備
を
目
的
に
し
た
「
宅
地
適
地
化
調
査
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
定
年
退
職
時
期
を
控
え
た
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
の
人
々
の
農
山
村
志
向
を
ね

ら
い
、
第
２
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

「
金
山
暮
ら
し
」
を
売
り
込
み
、
定
住
者
や

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
「
Ｓ
Ｕ
Ｉ

〜
と
・
か
ね
や
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
た

に
展
開
し
ま
す
。

■

ま
ち
づ
く
り
事
業
■

　
平
成
17
年
度
に
実
施
し
た
役
場
付
近
の
電

線
地
中
化
基
礎
調
査
に
基
づ
く
、
構
想
計
画

策
定
へ
の
着
手
と
、
街
並
み
景
観
条
例
に
基

づ
く
新
築
・
改
修
等
へ
の
補
助
や
下
水
道
処

理
区
域
外
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
街
な
み
環
境
整
備
事
業
に
お
け
る

大
堰
周
辺
の
公
園
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

■

少
子
化
対
策
支
援
■

　
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
て
い
る
多
子
出
産

祝
金
・
入
学
祝
金
に
加
え
、
第
３
子
以
降
の

保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
育
料
等
の
助
成
に
よ

る
多
子
家
庭
の
育
児
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

教
育
振
興
■

　
学
校
教
育
の
教
育
指
導
員
の
配
置
を
継
続

し
、
少
子
化
時
代
に
お
け
る
「
新
・
適
時
適

育
」
の
振
興
と
、
「
中
高
一
貫
教
育
」
の
さ

ら
な
る
充
実
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を
充
実
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
の
た

め
の
補
助
な
ど
各
小
中
学
校
の
教
育
実
践
を

支
援
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
や
芸
術
文
化

活
動
の
充
実
と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
さ

ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
組
織
を
育
成
・
支
援
し
ま
す
。

■

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
体
力
づ
く
り
■

　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
体
力
づ
く
り
を

基
本
に
、
「
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
の
強
化
に
よ
る
、
地
域
ぐ
る
み
や
職
場

な
ど
の
組
織
的
な
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、
さ

ら
に
は
競
技
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

す
　
　
　
い

特
別
会
計

26
億

8,366
万
円

特
別
会
計

26
億

8,366
万
円

57
億
7,966
万
円  

平
成
18
年
度

57
億
7,966
万
円  

平
成
18
年
度

総 額総 額

一
般
会
計
は

　
　

　

30
億
9,600
万
円

一
般
会
計
は

　
　

　

30
億
9,600
万
円

平成18年度会計別予算

会　計　名

一 般 会 計

本年度予算額

3,096,000

657,100 

602,700 

433,400 

17,600 

59,000 

144,390

前年度予算額
予算額 増減額（％）
比　較　増　減

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

路線バス事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

町 立 病 院 事 業 会 計

計

（163,259）
2,683,660

（112,539）
201,370

（50,720）
568,100

（163,259）
5,779,660

3,125,000

673,260 

671,430 

400,120 

14,050 

58,500 

147,800

（104,787）
2,782,560

△　29,000

△　16,160

△　68,730 

33,280 

3,550 

500 

△　3,410

（58,472）
△　98,900

（51,349）
202,300

（53,438）
615,100

（104,787）
5,907,560

（61,190）
△　930

（△　2,718）
△　47,000

（58,472）
△　127,900

△　0.9

△　2.4 

△　10.2 

8.3 

25.3 

0.9 

△　2.3

（55.8）
△　3.6

（119.2）
△　0.5

（△　5.1）
△　7.6

（55.8）
△　2.2

特 別 会 計

（単位：千円）

（　）内は資本的支出。　　※　△はマイナス。

60 

50 

40 

30 

20 

10 

０

％ 主な歳入の総額に占める割合の推移

H14 H15 H16 H17 H18

町　税

地方交付税

国県支出金

繰入金

町　債

その他

使用料及び
手数料

40 

30 

20 

10 

０

％ 主な歳出の総額に占める割合の推移

H14 H15 H16 H17 H18

人件費

扶助費

公債費

一般行政経費

投資的経費

その他

一般会計予算の構成

ー
　
　

と


